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第
二
一
回
卒
業
式
挙
行

去
る
二
月
二
十
四
目
０
午
後
三
時
よ

り
信
徒
聖
書
学
校
の
卒
業
式
が
沖
縄
祈

祷
院
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
ｃ
十

一
名

の
卒
業
生
が
今
後
牧
師
を
助
け
、
伝
道

と
教
会
形
成
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

〈
第
二

一
期
生
〉

渡

真

利

千

佳

子

（
朧
燃
炒
融
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

金

城

正

秀

（礼
邦
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

営
銘
由
祈
子

（
聖
書
長
老
聖
心
教
会
）

渡
真
利
優
子

（　
　
　
″
　
　
　
）

仲
宗
根
直
子

（　
　
　
〃
　
　
　
）

中
松
さ
ゆ
り

（首
里
パ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

永

吉

正
代

（礼
邦
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

〈信
徒
伝
道
者
養
成
コ
ー
ス
ニ
期
生
〉

新

垣

礼

子

〈那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

新

城

愛

子

（
　

　

〃
　

　

）

与
那
覇
ト
キ
枝

（　
　
　
　
″　
　
　
　
）

森

根

初

美

（胡
屋
パ
ブ
テ
ス
ト
教
会
）

第
二
重
回
信
徒
聖
書
学
校
入
学
式

四
月
五
日
０
午
後
七
時
三
〇
分
よ
り

一
九
九
六
年
度
の
入
学
式
が
沖
縄
祈
祷

院
で
行
わ
れ
る
。

〈信
徒
聖
書
学
校
〉

池
富
城
和
子

（渡
ロ
キ
リ
ス
ト
の
教
会
）

伊
志
嶺
　
渉

（ホ
サ
ナ
キ
リ
ス
ト
教
会
）

糸

数

昭

子

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

伊
野
波
昌
江

（ホ
サ
ナ
キ
リ
ス
ト
教
会
）

大

城

清

子

（今
帰
仁
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

亀
谷
由
起
子

（沖
縄
重
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

国
吉
し
の
ぶ

（那
覇
パ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

国
吉
ま
り
あ

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

島
袋

里
美

（
　

　

″
　

　

）

下

地

明

子

（
　

　

〃
　

　

）

末

吉

洋

子

（宜
野
湾
パ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

平

敷

タ

カ

（城
間
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

松
聞
理
米
香

（宣
野
湾
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

宮

城

昌

子

（城
間
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

宮
城
ヨ
ツ
子

（渡
ロ
キ
リ
ス
ト
の
教
会
）

宮
城
智
恵
美

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

安

村

文

代

（那
覇
ナ
ザ
レ
ン
教
会
）

山
入
端
ち
か
子

（那
覇
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

〈信
徒
伝
道
者
養
成
コ
ー
ス
〉

金

城

正

秀

（礼
邦
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

玉

栄

洋

子

（胡
屋
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
）

長
浜
喜
代
美

（
　
　
　
″
　
　
　
）

松

尾

和

子

（
　

　

〃
　

　

）

与

儀

和

美

（
　

　

″
　

　

）

去
年
の
五
月
十
五
日
に
開
か
れ
た
第

二
十
二
回
総
会

（金
城
信

一
郎
議
長
）

で
今
年
四
月
か
ら

一
九
九
八
年
二
月
ま

で
の
理
事
が
選
出
さ
れ
、
こ
の
程
左
記

の
よ
う
な
役
割
分
担
が
定
め
ら
れ
た
の

Ｏ
　
新
理
事
と
職
務
担
当

理
事
長
　
国

士
口
　

守

牧
師

副
理
事
長

宮

村

武

夫

牧
師

○
　
信
徒
聖
書
学
校
担
当
理
事

校

長

斎

藤

清

次

牧
師

事
務
局
　
新

垣

栄

市

牧
師

財

務

当

銘

由

正

牧
師

″
　
　
松

田

善

弘

牧
師

〃
　
　
折

田

政

博

牧
師

○
　
聖
書
神
学
校
担
当
理
事

校
　
長
　
渡
真
利
文
三

牧
師

事
務
局
　
安

里

嗣

［翔
牧
師

財

務

古

堅

宗

伸

牧
師

″
　
　
喜
友
名
朝
英

牧
師

″
　

宮

村

武

夫

牧
師

○
　
土
地
建
物
取
得
委
員

折

田
政

博

牧
師

斉

藤

清

次

牧
師

喜
友
名
朝
英

牧
師

※
協
力
献
金

・
特
別
献
金
は
左
記
ヘ

ｏ
沖
縄
信
徒
聖
書
学
校
　
当
銘
由
正

琉
球
銀
行
那
覇
支
店

三
〇
七
―
三
六
六
八
八
七

ｏ
沖
縄
聖
書
神
学
校
　
古
堅
宗
伸

那
覇
市
首
里
山
川

一
ノ
一
七

沖縄 信 徒 聖 書 学 校

沖 縄 聖 書 神 学 校

21期 卒 業 生

一
九
九
五
年
の
昨
年
は
沖
縄
信
徒
聖

書
学
校
開
校
二
十
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
っ
た
ｃ
記
念
式
典
が
祝
福
の
う

ち
に
と
り
行
わ
れ
、
記
念
誌
も
近
く
発

刊
の
予
定
で
あ
る
ｃ

二
十
年
前
、
本
校
が
発
足
し
た
時
に

掲
げ
ら
れ
た
設
立
の
目
的
に

「―
教
理

的
に
も
実
践
的
に
も
よ
く
訓
練
さ
れ
た

指
導
的
信
徒
―
こ
の
世
の
反
神
的
な
思

想
や
生
活
習
慣
、
偶
像
礼
拝
に
妥
協
せ

ず
、
追
害
や
誘
惑

・
窮
乏
に
屈
せ
ず
、

敬
虔
と
祈
り
を
も
っ
て
福
音
を
証
詞
す

る
信
徒
―
を
養
成
す
る
」
と
あ
る
。　
一

人
で
も
多
く
の
信
徒
が
霊
的
に
と
と
の

え
ら
れ
、
知
的
に
研
鑽
を
つ
み
、
そ
し

て
何
よ
り
も
宣
教
の
実
践
力
を
身
に
つ

け
る
た
め
に
訓
練
を
受
け
て
は
し
い
の

で
あ
る
ｃ
神
が
い
よ
い
よ
本
校
を
導
い

て
く
だ
さ
る
よ
う
祈
る
。

戦
後
五
十
年
の
昨
年
は
、
種
々
の
事

故
や
事
件
が
あ
い
次
い
で
起
こ
り
、
日

本
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
混
乱
を
み
た
年

で
も
あ
っ
た
。　
一
月
の
阪
神
大
震
災
で

裂
壼
卿神
学
祓
ニ
ュ
ー
ス

神
学
校
の
授
業
開
始
は
四
月
八
日
、

四
月
二
十
二
日
０
親
睦
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

五
月
十
三
日
０
午
後
七
時
半
か
ら
総
会

が
開
か
れ
る
。

二
年
生
は
夏
期
休
暇
中

一
週
間
の
本

島
縦
断
伝
道
を
実
施
し
、
十
月
九
日
報

告
会
を
行
う
ｃ

今
年
度
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
特
筆
す

べ
き
事
は
、
二
年
生
の
後
期
に
ヘ
ブ
ル

大
学
で
学
ば
れ
た
喜
友
名
み
ど
り
先
生

が
聖
書
考
古
学
①

（
旧
約
）
の
講
義
を

担
当
し
て
下
さ
る
事
で
あ
る
ｃ

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校

校

長

は
多
数
の
人
命
が
奪
わ
れ
、
二
月
に
は

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
が
発
生
、
宗
教
法
人
の
名
を
も
つ

集
団
に
よ
っ
て
日
本
中
が
恐
怖
の
ど
ん

底
に
お
と
し
入
れ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

沖
縄
の
基
地
問
題
が
燃
え
上
が
り
、
現

在
も
そ
の
解
決
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

政
治
は
混
迷
の
中
に
沈
み
、
経
済
も
そ

の
力
を
失
い
、
日
本
人
が
誇
り
と
し
て

き
た
高
度
な
技
術
へ
の
信
頼
も
か
げ
り

を
見
せ
、
子
弟
の
教
育
に
つ
い
て
も
な

お
未
解
決
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
日

本
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
新
た
な
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る

こ
の
と
き
、
日
本
人
は
ど
こ
へ
向
か
っ

て
進
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

「地
の
果
て
な
る
も
ろ
も
ろ
の
人
よ
、

わ
た
し
を
仰
ぎ
の
ぞ
め
、
そ
う
す
れ
ば

救
わ
れ
る
。
わ
た
し
は
神
で
あ
っ
て
、

ほ
か
に
神
は
な
い
か
ら
だ
」
。

イ
ザ
ヤ
書
４５
の
２

わ
た
し
た
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
唯

一

の
真
の
神
が
こ
の
世
に
お
く
ら
れ
た
救

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
を
仰

い
で
救
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

自
分
自
身
が
信
仰
者
と
し
て
固
く
立
ち
、

さ
ら
に
、
聖
書
の
み
こ
と
ば
と
聖
霊
の

助
け
に
よ
り
、
救
い
の
福
音
を
人
々
に

宣
べ
伝
え
る
た
め
な
の
で
あ
る
ｃ

「
あ
な
た
が
た
は
、
選
ば
れ
た
種
族

祭
司
の
国
、
聖
な
る
国
民
、
神
に
つ
け

る
民
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
暗
や
み

か
ら
驚
く
べ
き
み
光
に
招
き
入
れ
て
下

さ
っ
た
か
た
の
み
わ
ざ
を
、
あ
な
た
が

語
り
伝
え
る
た
め
で
あ
る
」
。

ペ
テ
ロ
の
第

一
の
手
紙
２
の
９

混
迷
の
こ
の
時
代
の
中
で
、
私
た
ち

は
確
固
と
し
た
信
仰
に
生
き
る
と
同
時

に
、
真
の
救
主
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
を
世
に
証
し
す
る
使
命
か
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
謙
虚
に
学
び

福
音
を
宣
べ
伝
え
て
上
の
愛
に
応
え
る

も
の
と
さ
れ
た
い
の
で
あ
る
ｃ

主
が
沖
縄
信
徒
聖
書
学
校
を
祝
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
二
十

一
世

紀
に
向
か
う
わ
が
同
胞
に
対
し
て
、
福

音
宣
教
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
祈
る
も
の
で
あ
る
．
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ま
た
、
わ
た
し
が
口
を
開
く
と

き
に
語
る
べ
き
言
葉
を
賜
わ
り
、

大
胆
に
福
音
の
奥
義
を
明
ら
か
に

示
し
う
る
よ
う
に
、
わ
た
し
の
た

め
に
も
祈
ち
て
ほ
し
い
。

わ
た
し
は
こ
の
福
音
の
た
め
の

使
節
で
あ
り
、
そ
し
て
鎖
に
つ
な

が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
つ
な

が
れ
て
い
て
も
、
語
る
べ
き
時
に

は
大
胆
に
語
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て

は
し
い

（
エ
ペ
ソ
書
六
１９
１
鈴
）。

こ
れ
は
実
に
大
胆
な
言
葉
で
す
ｃ
心

の
内
に
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
確
信
に
み

た
さ
れ
た
人
の
み
が
言
え
る
大
胆
な
発

言
で
す
ｃ
こ
れ
を
語
っ
た
使
徒
パ
ウ
ロ

は
、
三
回
に
わ
た
る
大
伝
道
旅
行
を
終

え
た
後
、
逮
捕
さ
れ
て
今
、
ロ
ー
マ
の

獄
「中
に
囚
人
と
し
て
つ
な
が
れ
て
い
る

身
で
す
ｃ
し
か
し
彼
は
、
手
足
が
鎖
に

つ
な
が
れ
て
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
の
全

権
大
使
と
し
て
の
気
高
く
も
麗
し
い
誇

り
を
持
っ
て
お
り
、
主
よ
り
受
け
た
福

こ
の
よ
う
な
語
源
的
考
察
か
ら

「
パ

ル
レ
ー
シ
ア
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
し
て
い
る
の
か
、
お
お
よ
そ
の
見
当

が

つ
く
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
信
仰

に
お
け
る
魂
の

一
人
胆
さ
」
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
生
ず
る
真
の

「
自
由
」
を
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
教
会
史
の
中
に
多
く

の

一
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」
の
例
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、　
一
五
■

一

年
四
月
、
ヴ
ォ
ル
ム
ス
国
会
に
喚
問
さ

れ
た
教
会
改
革
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
十
分
で
し
ょ

う
。わ
た
し
た
ち
は
、　
エ
ペ
ソ
童
ｉ
ハ
一早
一

九
節

―
■
●
節
で

「
パ
■
レ
ー
シ
ア

一

の
恩
寵
を
溢
れ
る
ば
か
り
に
受
け
て
決

然
と
し
て
立

つ
使
従
バ
ウ
ロ
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
―
彼
は
今
、
手
足

を
鎖
に
つ
な
か
れ
、
監
禁
の
身
で
ロ
ー

マ
の
獄
支
た
ち
の
監
視
の
■
に
お
り
ま

す
ｔ
し
か
し
パ
ウ
ロ
は
、
ど
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
主
に
あ

っ
て
泰
然
と
し
て

お
り
、
キ
リ
ス
ト
の
企
権
入
使
と
し
て

実
に

「
人
胆
」
で
あ
り
ま
し
た
．

考
え
て
み
れ
ば
、
当
時
の
ロ
ー
マ
の

権
力
者
や
ギ
リ
シ
■
の
哲
学
者
、
そ
れ

に
ユ
ダ
ヤ
の
律
法
■
義
者
た
ち
の
間
を

縫

っ
て
、
休
む
こ
と
な
く
福
音
の
宣
教

に
介
た
し
た
ヽ
ウ
ロ
の
そ
う
し
た
原
動

力
は
、
ま
さ
し
く
こ
の

「
パ
■
し
―

ン

ァ
‐
の
思
寵
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
．

―
―

エ

ベ

ソ
書

六

章

１９

１

”

節

―
―

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校

。
神
学
校

教
授

運

天

康

正

音
宣
教
の
使
命
を
金
う
す
る
た
め
に
主

に
在
る
大
胆
な
心
を
堅
持
し
て
い
る
の

で
す
ｃ
一
九
節
に
は

「大
胆
に
福
音
の
奥
義

を
明
ら
か
に
示
し
う
る
よ
う
に
」
と
あ

り
、
二
〇
節
に
は

「
つ
な
が
れ
て
い
て

も
、
語
る
べ
き
時
に
は
大
胆
に
語
れ
る

よ
う
に
」
と
あ
り
ま
す
ｃ
こ
の

「大
胆

に
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
パ
ル
レ
ー
シ

ア
」
（Ｐ
ｌ
ａ
“
）
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ

語
の
訳
語
で
、
「率
直
、
公
、
公
然
、

公
開
、
確
信
、
信
頼
、
勇
気
」
を
も
意

味
す
る
言
葉
で
す
ｃ
「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」

は
、
わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
。
キ
リ

ス
ト
の
大
い
な
る
ご
恩
寵
を
受
け
た
結

果
を
語
る
言
葉
で
あ
り
、
「
大
胆
さ
」

自
体
が
恩
・寵
そ
の
も
の
な
の
で
す
。

人
，
回
は
、
恩
寵
と
し
て
の
「大
胆
さ
」

即
ち
、
「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」
に
つ
い
て

共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、

新
約
聖
書
に
は
二
十

一
回
使
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
ｃ

こ
こ
で
、
こ
の

「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」

の
根
源
と
性
格
と
目
的
に
つ
い
て
少
し

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
ｃ

第

一
、
根
源
に
つ
い
て

使
徒
パ
ウ
ロ
は
、
ダ
マ
ス
コ
途
上
で

の
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
以
前
に
お
い

て
も
大
胆
な
人
で
し
た
ｃ
否
、
ほ
と
ん

ど
狂
気
に
近
い
ほ
ど
大
胆
な
人
で
し
た
ｃ

教
会
を
迫
害
し
、
キ
リ
ス
ト
者
を
捕

縛
す
る
た
め
に
ダ
マ
ス
コ
ま
で
遠
征
し

た
の
で
す
Ｇ
し
か
し
、
そ
の
時
の
彼
の

一人
胆
さ
」
は
、
律
法
の
知
識
に
端
を

発
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
的
因
習
に
立

ち
、
自
分
の
哲
学
的
確
信
に
も
と
づ
く

と
同
時
に
、
大
祭
司
の
権
威
に
根
拠
を

持
一つ
も
の
で
し
た
。　
　
　
・

し
か
し
、
ダ
マ
ス
コ
以
後
あ
パ
ウ
ロ

の
■
「大
胆
ざ
｝
は
、
こ
．れ
ま‐
一
と
ぼ
全

く
次
元
の
違
う
異
質
の

「
パ
ソレ
レ
ー
シ

ァ
Ｌ
で
し
た
。
そ
れ
は
十
密
架‐
■
一
露

に
，
三
百
目
に
復
活
さ
れ
た
■
サ
ス
ト

と
・の
結
合
に
よ
る
「新
生
」
を
根
拠
と

す
る‐‐
一‐‐も‐
０
で
す
。

一彼
性
ガ
ラ
テ
ヤ
奎「二
章
二
〇
節
で
ヽ

「生
ぎ
で‐‐一
な
み
・は
、
■
も
ぼ
一

‐ヽ
れ
た

し
で
は
な
ぃ
。
キ
■
ズ
．ド
ド
わ
た
し
の

う
ち
に
生
き
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
」

と
告
白
し
て
い
ま
す
。
彼
は

「
キ
リ
ス

ト
の
う
ち
に
」
新
し
く
生
ま
れ
、
ま
た

新
し
い
生
命
の
た
め
の
勇
気
を
得
た
の

で
す
。
第
二
、
性
格
に
つ
い
て

そ
の
う
ち

「
大
胆
に
」
と
い
う
形
容

詞
の
か
た
ち
で
二
十

一
回
用
い
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書
で
は
九
回
、
ヨ
ハ
ネ
書
簡
に

四
回
、
計
十
三
回
で
、
ま
た
ヘ
ブ
ル
書

に
は
四
回
、
パ
ウ
ロ
の
手
紙
と
使
徒
行

伝
の
中
の
、
特
に
彼
の
説
教
の
中
に
十

二
回
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「
大
胆
に
す
る
」
と
い

う
動
詞
形
の

「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
プ
マ
イ
」

（『
●
１
と
Ｒ
ｏ
日
営
）
「
公
然
と
語
る
、

大
胆
に
語
る
、
勇
気
を
得
る
」
と
い
う

言
葉
は
九
回

（使
九
″
・
２８
、
一
三
４６
、

一
四
３
、　
一
八
２６
、　
一
九
８
、
二
六
２６
、

エ
ペ
ソ
六
２０
、
第

一
テ
サ
ニ
２
）
使
用

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
全
部
が
パ
ウ

ロ
の
語
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
言
葉
は
パ
ウ
ロ
の

信
仰
体
験
と
い
う
か
、
彼
の
生
き
ざ
ま

を
語
る
愛
用
語
の
中
の
一
つ
で
あ
る
と

言
っ
て
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
少
し
使
用
法
に
関
し
て
具
体
的

に
申
し
ま
す
と
、
こ
の

「
パ
ル
レ
ー
シ

ア
」
と
い
う
言
葉
は
、
①

「
臆
す
る
こ

と
の
な
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
八
回

（使
四
１３
・
２０
・
３１
、
二
八
３１
、
第
二

コ
リ
ン
ト
三
１２
、
エ
ペ
ソ
三
‐２
、
ピ
リ

ピ

一
２０
、
第

一
ヨ
ハ
ネ
元

）
。
②

「
あ
ら
わ

（明
白
、
顧
）
に
」
の
意
味

で
六
回

（
マ
ル
コ
八
３２
、　
ヨ
ハ
ネ

一
〇

２４
、

一
一
１４
・
５４
、

一
六
２５

。
鮮
）
。

③

「
は
ば
か
ら
ず
」
の
意
味
で
は
五
回

そ
れ
は
肉
的
、
外
的
な
も
の
で
は
な

く
、
霊
的
、
内
的
な

「
大
胆
さ
」
で
あ

り
ま
す
。
六
章

一
二
節
に

「
わ
た
し
た

ち
の
戦
い
は
、
血
肉
に
対
す
る
も
の
で

は
な
く
、
も
ろ
も
ろ
の
支
配
と
、
権
威

と
や
み
の
世
の
主
権
者
、
ま
た
天
上
に

い
る
悪
の
霊
に
対
す
る
戦
い
で
あ
る
」

と
あ
り
ま
す
。

当
時
ロ
ー
マ
の
円
型
劇
場
で
は
、
頑

健
な
闘
士
た
ち
が
命
を
か
け
て
闘
い
、

こ
れ
ら
の
勇
士
た
ち
の

「大
胆
さ
」
は

市
民
の
人
気
を
独
占
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
に
対
し
、
パ
ウ
ロ
の
い
う

「
パ

ル
レ
ー
シ
ア
」
は
、
見
え
な
い
対
象
と

の
戦
い
の
た
め
の
信
仰
的
、
告
白
的
な

「大
胆
さ
」
で
し
た
。
そ
れ
は

「
は
い
」

と
い
う
時
に
は

「
は
い
」
、
「
否
」
と
い

う
時
に
は

「
否
」
と
明
確
に
言
い
切
る

勇
気
で
あ
り
ま
す
。
い
か
な
る
抑
圧
に

も
居
す
る
こ
と
な
く
、
語
る
べ
き
こ
と

を
堂
々
と
語
る
言
論
の
自
由
を
い
う
の

で
あ
り

（
マ
タ
イ
二
七
２８
１
２９
）
、
正

直
に
自
己
を
告
白
す
る
こ
と
の
で
き
る

勇
気
で
も
あ
り
ま
す
。

第
二
、
目
的
に
つ
い
て

そ
れ
は
福
音
の
真
理
を

「大
胆
に
」

正
し
く
伝
え
る
た
め
で
す
。
彼
は
今
、

ロ
ー
マ
の
獄
中
で
、
未
決
囚
と
し
て
裁

判
を
待
っ̈
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ

の
こ
と
が

「
福
音
の
前
進
に
役
立
つ
」

（ピ
リ
ピ

一
‐２
）
こ
と
を
確
信
し
、
自

分
の
裁
判
の
結
果
が
ど
の
よ
う
に
な
ろ

（肝促
二
２９
、　
エ
ペ
ソ
エ（
１９
、　
ピ
レ
モ
ン

書
八
、
ヘ
ブ
ル
四
１６
、　
一
〇
１９
）
。
④

「
公
然

（お
お
や
け
）
に
」
の
意
味
で

は
四
回

（
ヨ
ハ
ネ
七
１３
・
ん
、
す
八
２０
、

コ
ロ
ニ
ー５
）。
⑤

「
確
信
」
と
い
う
意

味
で
二
回

（
ヘ
ブ
ル
三
６
、　
一
〇
め
、

第

一
ョ
ハ
ネ
五
１４
）
。
⑥
そ
の
他
五
回

（
ヨ
ハ
ネ
七
４
、
第
ニ
コ
リ
ン
ト
七
４
、

第

一
テ
モ
テ
三
１３
、
第

一
ヨ
ハ
ネ
三
２１
、

四
１７
）
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
は
、
す
べ
て

「
大
胆
に
」

と
い
う
意
味

（十
六
回
）
に
訳
さ
れ
て

い
ま
す

（使
二
”
、
四
２９
・
３１
、
二
八

３１
、
第
ニ
コ
リ
ン
ト
三
１２
、
七
４
、
エ

ペ
ソ
三
１２
、
六
１９
、
ピ
リ
ピ

一
２０
、
ヘ

ブ
ル
三
６
、
四
１６
、

一
〇
３５
、
第

一
ョ

ハ
ネ
ニ
郎
、
三
２１
、
四
１７
、
五
１４
等
々
）。

こ
の
よ
う
な
新
約
聖
書
の
背
景
、
そ

れ
に
古
典
的
な
用
法
を
調
べ
て
み
る
と
、

「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、

第

一
に
、
「
言
論
の
自
由
」
を
意
味

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
由
で
、
は
ば

か
る
こ
と
な
く
、
何
の
抑
圧
も
受
け
る

こ
と
な
く
語
れ
る
自
由
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
「
胆
力
」
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
何
事
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
Γ
肝
っ

魂
が
す
わ
り
、
確
信
に
み
ち
、
喜
び
勇

む
姿
で
す
。

第
二
に
、
こ
れ
は

「
一
般
民
衆
の
前

で
の
厳
然
た
る
態
度
」
、
「
敢
然
と
し
て

前
進
す
る
姿
勢
」
を
意
味
す
る
も
の
で

す
。

う
と
も

一生
き
る
に
も
、
死
ぬ
に
も
わ

た
し
の
身
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
が
あ
が

め
ら
れ
る
こ
と
」
（
ピ
リ
ピ

一
２０
）
だ

け
を
ひ
た
す
ら
願
ち
て
い
た
の
で
す
。

彼
は
異
邦
人
伝
道
の
使
徒
と
し
て
主

か
ら
召
し
を
受
け
て
以
来
、
「
も
し
福

音
を
宣
ぺ
伝
え
な
け
れ
ば
、
わ
た
し
は

わ
ざ
わ
い
で
あ
る
」
（第

一
コ
リ
ン
ト

九
１６
）
と
ま
で
極
言
し
て
い
ま
す
Ｇ

彼
パ
ウ
ロ
は

「
パ
ル
レ
ー
シ
ア
」
の

恩
籠
を
主
か
ら
い
た
だ
き
、
即
ち
、
信

仰
的
な

「大
胆
さ
」
を
与
え
ら
れ
、
そ

の
霊
的

「大
胆
さ
」
で
た
だ
福
音
の
み

を
伝
え
よ
う
と
願

っ
て
い
た
の
で
す
。

最
後
に
、
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
の
言
葉

を
朗
唱
し
、
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
わ
た
し
が
、
一
主
の
こ
と

は
重
ね
て
言
わ
な
い
、
こ
の
う
え

そ
の
名
に
よ
っ
て
語
る
こ
と
は
し

な
い
」
と
言
え
ば
、
主
の
言
葉
が

わ
た
し
の
心
に
あ
っ
て
、
燃
え
る

火
の
わ
が
骨
の
う
ち
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
を
押

さ
え
る
の
に
疲
れ
は
て
て
、
耐
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

（二
〇
９
）

卒
業
生
の
主
に
在
る
兄
弟
姉
妹
は
、

出
て
行
っ
て

「
大
胆
に
」
語
っ
て
下
さ

い
。
ま
た
新
入
生
の
皆
様
は
、
「
大
胆

に
」
語
れ
る
よ
う
学
び
を
充
実
し
て
下

さ
い
。
　
　
　
　
　
　
栄
光
在
主
の


